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●入会金　●入会金　3,0003 , 0 0 0円円
　（学生会員　　（学生会員　1,0001 , 0 0 0円）円）
●月会費　●月会費　5005 0 0円円
　（学生会員　　（学生会員　100100円）円）
▲▲

PS.PS. 会 費は平成会費は平成1717年度総会年度総会
で上記に改正されました。で上記に改正されました。

●申し込みは●申し込みは「交流サロン」「交流サロン」
やＨＰ等でも受け付けます。やＨＰ等でも受け付けます。

仲間になりませんか！仲間になりませんか！
向島学会では、向島学会では、会の目的に賛会の目的に賛
同し、同し、活動に主体的に参加す活動に主体的に参加す
るとともに、るとともに、活動の成果を会活動の成果を会
に提供する個人を対象に会員に提供する個人を対象に会員
を募っています。を募っています。会員２名の会員２名の
推薦が必要ですが、推薦が必要ですが、交流サロ交流サロ
ンなどに参加していただき、ンなどに参加していただき、
その後、その後、会員に申し込まれる会員に申し込まれる
ことをお勧めします。ことをお勧めします。

郵便振り込み郵便振り込み
　　00130-7-72319100130-7-723191　向島学会　向島学会
▲▲

PS.04PS.04年末に振込先が上記に変年末に振込先が上記に変
わりました。わりました。ご注意下さい。ご注意下さい。

向
島
学
会
　
第
４
回
定
期
総
会
議
事
録

０
　
会
長
あ
い
さ
つ
（
要
旨
）

　
今
年
は
１
つ
の
転
換
点
で
あ
り
、
節
目
と
な
る
。
新
し
い
節
目
に

向
か
っ
て
会
を
強
化
し
て
い
き
た
い
。

　
一
つ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
、
二
つ
目
は
自
律
的

に
運
営
で
き
る
よ
う
な
向
島
大
学
を
考
え
て
い
く
こ
と
、
そ
の
２
つ

を
今
年
度
の
目
標
と
し
て
活
動
す
る
。

１
　
議
長
の
選
出
と
定
足
数
の
確
認

　
総
会
の
議
長
と
し
て
阿
部
洋
一
理
事
を
選
出
し
た
。

　
議
決
の
承
認
に
対
す
る
定
足
数
は
、
２
０
０
４
年
度
会
費
納
入
者

５
７
名
（
一
般
４
６
名
、
学
生
１
１
名
）
の
過
半
数
２
９
名
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
議
決
権
を
委
任
す
る
会
員
が
１
７
名
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

２
　
議
事

（
１
）
平
成
１
６
年
度
活
動
報
告

　
事
務
局
よ
り
、
活
動
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　
今
年
度
か
ら
活
動
実
施
状
況
に
対
す
る
、
事
務
局
に
よ
る
自
己
評

価
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
、
運
営
体
制
の
強
化
が
課
題
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
た
。

（
２
）
平
成
１
６
年
度
決
算
報
告

　
会
計
担
当
理
事
よ
り
、
決
算
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　
２
つ
の
受
託
業
務
（
ま
ち
づ
く
り
会
所
調
査
、
向
島
キ
ャ
ラ
バ
ン
）

に
関
す
る
会
計
の
説
明
が
不
十
分
と
い
う
意
見
が
会
員
か
ら
出
た
た

め
、
事
務
局
よ
り
詳
細
な
会
計
報
告
を
追
加
し
、
了
承
を
得
た
。

（
３
）
平
成
１
６
年
度
監
査
報
告

　
監
査
が
都
合
に
よ
り
出
席
で
き
な
い
と
の
報
告
を
受
け
、
議
長
が

監
査
２
名
に
よ
る
適
切
な
監
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た
上
で

監
査
報
告
を
代
行
し
、
承
認
さ
れ
た
。

（
４
）
平
成
１
７
年
度
活
動
計
画
（
案
）、
予
算
計
画
（
案
）

　
総
務
担
当
理
事
よ
り
、
上
記
計
画
案
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
承

認
さ
れ
た
。

　
会
員
か
ら
は
、
路
地
園
芸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
し
て
、
都
市
再
生
モ

デ
ル
調
査
の
対
象
と
し
て
選
定
さ
れ
た
場
合
と
さ
れ
な
い
場
合
の
実

施
・
会
計
体
制
に
つ
い
て
の
質
問
と
、
自
主
的
活
動
支
援
の
方
法
に
つ

い
て
公
募
や
オ
ー
プ
ン
な
形
で
の
申
請
形
態
の
提
案
が
あ
り
、
今
後

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

（
５
）
会
則
の
改
正
（
案
）

　
会
長
よ
り
、
会
則
の
改
正
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

　
改
正
点
は
活
動
内
容
に
「
向
島
地
域
に
資
す
る
学
術
・
芸
術
等
に
関

す
る
活
動
支
援
」
と
「
活
動
拠
点
施
設
の
活
用
企
画
検
討
及
び
管
理
運

営
」
の
２
つ
を
加
え
る
こ
と
と
、
年
会
費
を
月
５
０
０
円
（
年
６
０
０

０
円
）
に
改
め
る
こ
と
の
２
点
で
あ
る
。

　
会
費
の
値
上
げ
に
伴
う
増
収
に
関
し
て
会
員
か
ら
提
案
が
あ
り
、

会
費
増
収
分
は
予
算
案
に
反
映
し
、
予
備
費
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
６
）
役
員
の
補
充

　
会
長
よ
り
、
役
員
２
名
の
退
任
に
あ
た
り
同
数
の
役
員
補
充
の
提

案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。
新
役
員
は
遠
藤
裕
子
、
友
野
健
一
の
２
名

で
あ
り
、
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

２
０
０
５
．
５
．
１
９
（
事
務
局
作
成
）

　
５
月
１
４
日
（
土
）、
向
島
学

会
の
第
４
回
定
期
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
昨
年
度
は
「
向
島
Ｙ

ｅ
ａ
ｒ
２
０
０
４
」
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
中
心
で
し
た
が
、
今
年

度
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
視
野

に
入
れ
つ
つ
会
則
の
改
正
を
お

こ
な
う
と
と
も
に
、「（
仮
称
）
向

島
大
学
」
を
目
指
し
て
体
制
、
活

動
拠
点
、
人
材
、
情
報
な
ど
の
活

動
ベ
ー
ス
づ
く
り
と
い
っ
た
日

常
的
な
内
容
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
活
動
計
画
案
・
予
算
計

画
案
は
、
総
会
で
の
議
論
を
受

け
て
修
正
し
た
も
の
で
す
。

向
島
学
会

第
４
回

定
期
総
会

成立しました成立しました



２

向
島
学
会

第
４
回
定
期
総
会

開
催

第
１
部
　
向
島
学
会
平
成
１
７
年
度
総
会

平成１７年５月１４日平成１７年５月１４日（土）（土）午後２時から４時半午後２時から４時半

ユートリアユートリア（すみだ生涯学習センター）（すみだ生涯学習センター）視聴覚室視聴覚室

第１部　向島学会平成１７年度総会　　　（第１部　向島学会平成１７年度総会　　　（ 14 14：：1515 ～～1515：：1515））司会司会：：曽我高明曽我高明

　１　会長あいさつ　１　会長あいさつ 高木新太郎高木新太郎

　２　議事　２　議事 議長議長：：阿部洋一阿部洋一

11））平成平成 16 16年度活動報告年度活動報告 真野洋介真野洋介

22））平成平成 16 16年度決算報告年度決算報告 高原純子高原純子

33））平成平成 16 16年度監査報告年度監査報告 渡辺　直渡辺　直　　　　　　　　　　

44））平成平成 17 17年度活動計画年度活動計画（案）（案）・・予算計画予算計画（案）（案） 山本俊哉山本俊哉

55））会則の改正会則の改正（案）（案） 高木新太郎高木新太郎

66））役員の補充役員の補充 高木新太郎高木新太郎

第２部　平成１７年度第１回交流のサロン第２部　平成１７年度第１回交流のサロン（（ 15 15：：1515 ～～1616：：3030））司会司会：：大崎元　大崎元　

　「（仮称）　「（仮称）向島大学の講座案について」向島大学の講座案について」

・・アートとまちづくり講座　　アートとまちづくり講座　　 曽我高明曽我高明・・真野洋介真野洋介

・・住まいの防災住まいの防災・・防火対策防火対策 藤野雅統藤野雅統

・・路地園芸路地園芸 佐原滋元佐原滋元・・亀山恒夫亀山恒夫

・・その他その他

向島学会　第４回定期総会向島学会　第４回定期総会

向島学会　会則向島学会　会則（改正）（改正）

1.1. （名　称）　（名　称）　
本会は、本会は、向島学会向島学会(Association of Mukojima Studies)(Association of Mukojima Studies)と称する。と称する。
2.2. （事務所）　（事務所）　
本会は、本会は、主たる事務所を、主たる事務所を、東京都墨田区に置く。東京都墨田区に置く。
3.3. （目　的）　（目　的）　
本会は、本会は、墨田区向島地域に関する学術墨田区向島地域に関する学術・・芸術等の成果を集約し、芸術等の成果を集約し、それそれ
らを地域に還元するとともに、らを地域に還元するとともに、今後の向島地域のあり方を検討し、今後の向島地域のあり方を検討し、広広
く情報発信く情報発信・・行動提案していくことを目的とする。行動提案していくことを目的とする。
4.4. （活　動）　（活　動）　
本会は、本会は、前項の目的を達成するために、前項の目的を達成するために、次の活動を行う。次の活動を行う。
①向島地域に関する資料の収集①向島地域に関する資料の収集・・整理整理
②向島地域に関する情報の交換②向島地域に関する情報の交換・・提供提供
③向島地域の課題に関する調査研究③向島地域の課題に関する調査研究・・提言提言
④会員の資質向上及び向島地域の人材育成④会員の資質向上及び向島地域の人材育成
⑤向島地域に資する学術⑤向島地域に資する学術・・芸術等に対する活動支援芸術等に対する活動支援
⑥活動拠点施設の活用企画検討及び管理運営⑥活動拠点施設の活用企画検討及び管理運営
⑦その他、⑦その他、本会の目的を達成するために必要な活動本会の目的を達成するために必要な活動
5.5. （会　員）　（会　員）　
会員は、会員は、本会の目的に賛同し、本会の目的に賛同し、活動に主体的に参加するとともに、活動に主体的に参加するとともに、活活
動の成果を会に提供する個人を対象とする。動の成果を会に提供する個人を対象とする。
6.6. （入　会）（入　会）
会員になろうとするものは、会員になろうとするものは、会員２名の推薦及び会費の納入を必要と会員２名の推薦及び会費の納入を必要と
する。する。
7.7. （賛助会員）（賛助会員）
本会の目的に賛同し、本会の目的に賛同し、活動に協力する個人、活動に協力する個人、各種法人、各種法人、団体を本会の団体を本会の
賛助会員とする。賛助会員とする。
8.8. （会　費）　（会　費）　
会員は、会員は、付則において定める金額の会費を納入しなければならない。付則において定める金額の会費を納入しなければならない。
9.9. （退会（退会・・除名）除名）
会員は、会員は、退会したとき又は除名されたときに資格を喪失する。退会したとき又は除名されたときに資格を喪失する。なお、なお、
会員が本会の名誉を傷つけ、会員が本会の名誉を傷つけ、又は本会の目的に違反する行為があった又は本会の目的に違反する行為があった
とき、とき、年会費を１年以上滞納したときは、年会費を１年以上滞納したときは、総会の議決を経て、総会の議決を経て、会長が会長が
除名することができる。除名することができる。ただし、ただし、その会員に弁明する機会を与えなけその会員に弁明する機会を与えなけ
ればならない。ればならない。
10.10. （役　員）（役　員）
本会は、本会は、次の役員を置く。次の役員を置く。
会　長　　（本会を代表する会　長　　（本会を代表する：：１名）１名）
副会長　　（会長を補佐する副会長　　（会長を補佐する：：２名）２名）
理　事　　（会務を統括理　事　　（会務を統括・・執行する執行する：：若干名）若干名）
幹　事　　（会務に関し助言する幹　事　　（会務に関し助言する：：若干名）若干名）
監　査　　（会計及び会務執行を監査する監　査　　（会計及び会務執行を監査する：：２名）２名）
役員は、役員は、会員のうちから総会において選任し、会員のうちから総会において選任し、任期は２年とする。任期は２年とする。たた
だし、だし、再任を妨げない。再任を妨げない。
11.11. （会　議）　（会　議）　
年一回、年一回、全会員によって総会を開催する。全会員によって総会を開催する。
本会は、本会は、分野別に部会を設ける。分野別に部会を設ける。また、また、二ヶ月に一回程度の割合で二ヶ月に一回程度の割合で「交「交
流のサロン」流のサロン」を開き、を開き、意見交換を行う。意見交換を行う。

12.12. （活動経費）　本会の活動経費は、（活動経費）　本会の活動経費は、会費、会費、協賛金、協賛金、助助
成金などによって賄う。成金などによって賄う。
13.13. （会計年度）（会計年度）本会の会計年度は、本会の会計年度は、毎年４月１日に始ま毎年４月１日に始ま
り、り、翌年３月翌年３月3131日に終わる。日に終わる。
14.14. （事務局）（事務局）
会の事務を処理するために事務局をおく。会の事務を処理するために事務局をおく。事務局には、事務局には、事務事務
局長及び事務局員を若干名置く。局長及び事務局員を若干名置く。事務局員の任免は、事務局員の任免は、理事会理事会
の同意を得て会長が行う。の同意を得て会長が行う。
15. 15. （会則の改正）（会則の改正）本会則は、本会則は、会員の過半数の同意がなけ会員の過半数の同意がなけ
れば改正することができない。れば改正することができない。
16. 16. （補則）　　本会則の施行に必要な規則は、（補則）　　本会則の施行に必要な規則は、別に定める。別に定める。
<< 付則付則>>
（（11）） この会則は、この会則は、20022002年４月２０日から施行する。年４月２０日から施行する。

20032003年５月３１日一部改正年５月３１日一部改正
20042004年４月２４日一部改正年４月２４日一部改正
20052005年５月１４日一部改正年５月１４日一部改正

（（22）） 会費は、会費は、以下の通りとする。以下の通りとする。
入会金入会金：：3,0003,000円円 （ただし、（ただし、学生会員は学生会員は1,0001,000円）円）
会費会費：：月月 500 500円円 （ただし、（ただし、学生会員は月学生会員は月100100円）円）
賛助会員は、賛助会員は、個人個人：：１口１口3,0003,000円　１口以上円　１口以上
　　　　　　法人　　　　　　法人：：１口１口10,00010,000円　１口以上円　１口以上
なお、なお、団体の賛助会員は、団体の賛助会員は、適宜情報を提供することにより本適宜情報を提供することにより本
会の活動に協力を得るものとする。会の活動に協力を得るものとする。
年会費の納入は年１回とし、年会費の納入は年１回とし、毎年度の５月末日までに前納毎年度の５月末日までに前納
しなければならない。しなければならない。ただし、ただし、新規会員は、新規会員は、入会時に入会金入会時に入会金
とその年度の年会費を納入するものとする。とその年度の年会費を納入するものとする。

平成１７年度の役員体制　　平成１７年度の役員体制　　
会　長会　長：：高木　新太郎高木　新太郎 ◎◎
副会長副会長：：佐原　滋元佐原　滋元 ◎◎
　　　　渡辺　慎二　　　　渡辺　慎二 ◎◎
理　事理　事：：高原　純子高原　純子 ◎◎
　　　　阿部　洋一　　　　阿部　洋一 ◎◎
　　　　藤井　正昭　　　　藤井　正昭 ◎◎
　　　　北條　元康　　　　北條　元康 ◎◎
　　　　古橋　良文　　　　古橋　良文 ◎◎
　　　　遠藤　裕子　　　　遠藤　裕子（新任）（新任） ◎◎
　　　　友野　健一　　　　友野　健一（新任）（新任） ◎◎
　　　　嘉藤　笑子　　　　嘉藤　笑子 ○○
　　　　曾我　高明　　　　曾我　高明 ○○
　　　　山本　俊哉　　　　山本　俊哉 □□
　　　　真野　洋介　　　　真野　洋介 □□
　　　　長谷川栄子　　　　長谷川栄子 □□
　　　　大崎　元　　　　大崎　元 □□
幹　事幹　事：：小川　幸男小川　幸男 ○○
　　　　森栗　茂一　　　　森栗　茂一 □□
　　　　藤野　雅統　　　　藤野　雅統 □□
監　査監　査：：大場　森夫大場　森夫 ◎◎
　　　　渡辺　直　　　　渡辺　直 □□
◎向島在住者　○向島在勤者　□　地区外在住在勤者◎向島在住者　○向島在勤者　□　地区外在住在勤者

▲

改正改正

会則会則
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（交流のサロン）（交流のサロン）
■第１回■第１回（平成１６年４月２４日）　会場（平成１６年４月２４日）　会場：：すみだ生涯学習センターすみだ生涯学習センター
　「向島グリーンマップの取り組み」　「向島グリーンマップの取り組み」：：土谷亨　／土谷亨　／「向島「向島YEAR2004YEAR2004 の企画主旨」の企画主旨」：：曽我高明曽我高明
■第２回■第２回（平成１６年５月１５日）　会場（平成１６年５月１５日）　会場：：現代美術製作所現代美術製作所
　「向島の自然」　「向島の自然」：：橋内智也　／橋内智也　／「初等教育から見た向島」「初等教育から見た向島」：：高木新太郎高木新太郎
■第３回■第３回（平成１６年７月２４日）　会場（平成１６年７月２４日）　会場：：東武博物館ホール東武博物館ホール
　「まちづくりにおけるアートイベント」　「まちづくりにおけるアートイベント」：：山本俊哉、山本俊哉、曽我高明、曽我高明、菅野幸子　ほか菅野幸子　ほか
■第４回■第４回（平成１６年９月２６日）　会場（平成１６年９月２６日）　会場：：一寺言問集会所一寺言問集会所
　「グリーンと暮らしとまちづくり」　「グリーンと暮らしとまちづくり」：：長谷川栄子、長谷川栄子、真野洋介、真野洋介、土谷亨　ほか土谷亨　ほか
■第５回■第５回（平成１６年１１月２６日）　会場（平成１６年１１月２６日）　会場：：中小企業センター中小企業センター
　「アートと暮らしとまちづくり」　「アートと暮らしとまちづくり」：：伊藤滋、伊藤滋、加藤種男、加藤種男、飯田利一、飯田利一、山崎昇　ほか山崎昇　ほか
■第６回■第６回（平成１７年１月２３日）　会場（平成１７年１月２３日）　会場：：一寺言問集会所　一寺言問集会所　
　「まちづくり会所のあり方」　真野洋介、　「まちづくり会所のあり方」　真野洋介、小林愛佳、小林愛佳、大崎元、大崎元、嘉藤笑子、嘉藤笑子、古橋良文ほか古橋良文ほか
■第７回■第７回（平成１７年４月２日）　京島キラキラ会館（平成１７年４月２日）　京島キラキラ会館
　「向島大学の構想案」　　　　高木新太郎、　「向島大学の構想案」　　　　高木新太郎、山本俊哉、山本俊哉、長谷川栄子、長谷川栄子、藤野雅統ほか藤野雅統ほか

（ニュースレター）（ニュースレター）
■第１号■第１号（平成１６年６月１７日）　「第３回定期総会／向島（平成１６年６月１７日）　「第３回定期総会／向島YEAR2004YEAR2004 始まりました！」始まりました！」
■第２号■第２号（平成１６年８月３１日）　「都市計画キャラバン（平成１６年８月３１日）　「都市計画キャラバン20042004 スタートアップ」スタートアップ」ほかほか
　第２号別稿　議事録　第２号別稿　議事録「第３回交流サロン　まちづくりとアートイベントの連携」「第３回交流サロン　まちづくりとアートイベントの連携」
■第３号■第３号（平成１７年２月１１日）　「動きだしたまちづくり会所」（平成１７年２月１１日）　「動きだしたまちづくり会所」ほかほか
■第４号■第４号（平成１７年４月２７日）　「（仮）（平成１７年４月２７日）　「（仮）向島大学構想」向島大学構想」ほかほか

（役員会）（役員会）
第１回第１回（６月２日）　　　一寺言問集会所　　　第２回（６月２日）　　　一寺言問集会所　　　第２回（７月１５日）（７月１５日） 現代美術製作所現代美術製作所
第３回第３回（９月１４日）　　寺島集会所　　　　　第４回（９月１４日）　　寺島集会所　　　　　第４回（１０月１６日）（１０月１６日） 寺島集会所寺島集会所
第５回第５回（１１月５日）　　寺島集会所　　　　　第６回（１１月５日）　　寺島集会所　　　　　第６回（１１月１９日）（１１月１９日） ライスプラスライスプラス
第７回第７回（１２月１６日）　ライスプラス　　　　第８回（１２月１６日）　ライスプラス　　　　第８回（２月２４日）（２月２４日） ライスプラスライスプラス
第９回第９回（３月２４日）　　ライスプラス　　　　第（３月２４日）　　ライスプラス　　　　第1010 回回（４月２１日）（４月２１日） ライスプラスライスプラス

（会員数）（会員数）
正会員正会員：：６２名６２名（うち本年度会費納入４９名）　学生会員（うち本年度会費納入４９名）　学生会員：：２１名２１名（同１１名）（同１１名）

凡例凡例：：◎◎（目標を十分達成）（目標を十分達成）○○（目標をほぼ達成）（目標をほぼ達成）△△（目標を未達成）（目標を未達成）

活動項目 当初の目標・ねらい 評価

「向島イヤー」関連企画の実施・
協力

「向島イヤー」（平成16年5～11月）実施の中核となり、「歴史と文化
の再発見」、「新たな地域文化の創造」、「新規産業の誘発」に係る
企画について、関連団体と連携して実施・協力する。

◎

　具体的には、「向島イヤー」全体及びその中心企画の「向島百花
園開園200周年イベント」の事務局業務を担い、企画・広報・記録等
を行う。開催に当たっては、日本都市計画家協会の「都市計画キャ
ラバン」などとの連携を図る。また、その成果を踏まえ、平成１７年度
「アートNPOフォーラム」の向島開催などについて検討する。

アートNPOフォーラムは △

「交流のサロン」の開催
会員の研究発表、活動報告、研鑽及び交流の場として「交流のサ
ロン」を６回程度開催する。開催に当たっては、「向島イヤー」のプロ
グラムとの連携を図る。

○

「向島大学（仮称）」及びガイドツ
アーの開催

向島学会の会員などを講師とする講座（有料）と向島のガイドツ
アー（有料）を開催する。開催に当たっては、「向島イヤー」のプログ
ラムとして実施する。

△
ブログ講座、構想案、台湾
視察対応は ○

商店街等における「まちづくりの
活動拠点」の創出

商店街の空き店舗調査の成果を活かし、商店街の空き店舗等を活
用した「まちづくりの活動拠点」の確保とその管理運営について検
討し、拠点創出をめざす。

○

検討に当たっては、その活動を「向島イヤー」のプログラムとして位
置づけ、墨田区や商店街等の関係団体との連携を図りながら進め
る。

鳩の街会所（いどばた）京
島会所（RICE+）、まちづく
り会所調査

事務体制の強化
事務局機能を強化し、会計や記録等の管理業務体制を整えるとと
もに、助成財団等からの資金調達を計画的に実施する体制を整え

資金調達は ○

体制は △
法人格は △（検討のみ）

△
向島イヤーの方は充実 ◎

NPO法人格の取得

ホームページの充実

設立当初より懸案となっているNPO法人格の取得について検討を
進める。
向島学会のホームページの「資料室」や「活動報告」等を充実させ
る。

（概要）（概要）
　昨年は、　昨年は、向島百花園開園向島百花園開園200200 周年にあたることから周年にあたることから「向島「向島
YEAR2004YEAR2004」」と銘打ったアートと銘打ったアート・・まちづくりに関する連続イベンまちづくりに関する連続イベン
トの開催を軸に、トの開催を軸に、NPONPO 日本都市計画家協会との連携による日本都市計画家協会との連携による「都「都
市計画キャラバン市計画キャラバン20042004」」の開催、の開催、ハウジングアンドコミュニハウジングアンドコミュニ

ティ財団によるティ財団による「まちづくり会所の運営に関わる調査」「まちづくり会所の運営に関わる調査」委託事委託事
業、業、定例の交流サロン定例の交流サロン（７回）、（７回）、ニュースレターの発行ニュースレターの発行（４号）（４号）
等を行いました。等を行いました。またまた「向島「向島YEAR2004YEAR2004」」に関連する企画への支に関連する企画への支
援を行いました。援を行いました。

平成１６年度向島学会活動報告平成１６年度向島学会活動報告

平成１６年度の活動計画の実施状況平成１６年度の活動計画の実施状況（事務局による自己評価）（事務局による自己評価）

▲会長あいさつ▲会長あいさつ：：高木氏高木氏

▲議長▲議長：：阿部氏阿部氏

▲平成▲平成 16 16年度活動報告年度活動報告：：真野氏真野氏
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１）１）「（仮称）「（仮称）向島大学」向島大学」の実験開講の実験開講
向島地域の歴史と文化を深く理解することにより創造力を向島地域の歴史と文化を深く理解することにより創造力を
培い、培い、広くまちづくりの人材を育成するため、広くまちづくりの人材を育成するため、「（仮称）「（仮称）向向
島大学」島大学」を実験的に開講する。を実験的に開講する。今年度は、今年度は、３コース程度を３コース程度を
開催するとともに、開催するとともに、組織体制、組織体制、運営方法及び次年度の本格運営方法及び次年度の本格
開校を検討する。開校を検討する。

（２）（２）向島学会のＮＰＯ法人化向島学会のＮＰＯ法人化
向島学会の活動を広げるとともに、向島学会の活動を広げるとともに、組織体制を強化するた組織体制を強化するた
め、め、専門部会を設立して、専門部会を設立して、ＮＰＯ法人ＮＰＯ法人（民間非営利法人）（民間非営利法人）
への改組に向けて、への改組に向けて、「交流のサロン」「交流のサロン」等で検討を行う。等で検討を行う。

（３）（３）向島学会の事務所の確保向島学会の事務所の確保
向島学会の活動を広げるとともに、向島学会の活動を広げるとともに、事務局体制を強化する事務局体制を強化する
ため、ため、事務作業が可能で、事務作業が可能で、会員等が日常的に集うこともで会員等が日常的に集うこともで
きる事務所を確保する。きる事務所を確保する。

平成平成 17 17 年度活動計画年度活動計画・・予算予算：：
山本氏山本氏

（４）（４）ホームページの充実と向島に関する映像資料の収集ホームページの充実と向島に関する映像資料の収集・・整理整理
向島学会の活動を対外的に広報するため、向島学会の活動を対外的に広報するため、部会活動を強化し部会活動を強化し
てホームページの充実を図る。てホームページの充実を図る。今年度は、今年度は、特に映像に関する特に映像に関する
資料の収集資料の収集・・整理、整理、英語による活動紹介に重点を置く。英語による活動紹介に重点を置く。

（５）（５）向島路地園芸調査の実施向島路地園芸調査の実施
向島地域の路地空間の魅力を増進するため、向島地域の路地空間の魅力を増進するため、地域の関係団体地域の関係団体
並びに全国路地のまち連絡協議会等と連携して路地園芸の実並びに全国路地のまち連絡協議会等と連携して路地園芸の実
態及び環境影響等を調査し、態及び環境影響等を調査し、その成果を対外的に発表する。その成果を対外的に発表する。

（６）（６）会員等の自主的まちづくり活動の支援会員等の自主的まちづくり活動の支援
向島地域の歴史と文化の掘り起こしや商店街の活性化等を図向島地域の歴史と文化の掘り起こしや商店街の活性化等を図
るため、るため、会員等が自主的に行うまちづくり活動を積極的に支会員等が自主的に行うまちづくり活動を積極的に支
援する。援する。なお、なお、支援の対象選定については、支援の対象選定については、規定を設ける。規定を設ける。

（７）（７）まちづくり人材データベースの作成まちづくり人材データベースの作成
向島地域の住民によるまちづくりを支援するため、向島地域の住民によるまちづくりを支援するため、コンサルコンサル
ティングが可能な会員のティングが可能な会員の「まちづくり人材データベース」「まちづくり人材データベース」をを
作成する。作成する。ただし、ただし、個人情報の保護に留意する。個人情報の保護に留意する。

８）８）「交流のサロン」「交流のサロン」の開催とニュースレターの発行の開催とニュースレターの発行
向島地域の課題に関する提言検討、向島地域の課題に関する提言検討、会員会員（特に学生会員）（特に学生会員）のの
研究発表研究発表・・活動報告活動報告・・研鑽及び交流の場として、研鑽及び交流の場として、「交流のサロ「交流のサロ
ン」ン」（６回開催予定）（６回開催予定）の充実を図るとともに、の充実を図るとともに、サロンの成果等サロンの成果等
をまとめたニュースレターを継続的に発行する。をまとめたニュースレターを継続的に発行する。

（９）（９）他地域のＮＰＯ等との交流活動の推進他地域のＮＰＯ等との交流活動の推進
向島地域の課題に関する調査研究、向島地域の課題に関する調査研究、向島地域に関する情報交向島地域に関する情報交
流等をすすめるため、流等をすすめるため、向島地域と関係のある他地域のＮＰＯ向島地域と関係のある他地域のＮＰＯ
等との交流活動を推進する。等との交流活動を推進する。

平成１７年度活動計画平成１７年度活動計画
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●●「アートとまち「アートとまち
づくり」づくり」講座の提講座の提
案が、案が、曽我高明曽我高明・・
真野洋介氏から。真野洋介氏から。

●●「住まいの防「住まいの防
災災・・防火対策につ防火対策につ
いて」いて」の講座イの講座イ
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●●「路地園芸」「路地園芸」で提で提
出した助成事業と出した助成事業と
その内容を、その内容を、佐原佐原
滋元滋元・・亀山恒夫氏亀山恒夫氏
から。から。

●墨田区環境●墨田区環境
保全課からは、保全課からは、
６月の６月の「考えよ「考えよ
う、う、明日の地球明日の地球
展」展」を紹介。を紹介。

●本日学会●本日学会
会員になり会員になり
ました。ました。両両
国でもまち国でもまち
づくりに取づくりに取
り組んでいり組んでい
る、る、福山氏。福山氏。

●明治大学●明治大学
山本氏初の山本氏初の
生徒。生徒。インイン
テリアからテリアから
まちづくりまちづくり
を考える山を考える山
口かなさん。口かなさん。

●時間延長し●時間延長し
ながら活発なながら活発な
発言が続いた発言が続いた
会場。会場。でも、でも、着着
席は両端に陣席は両端に陣
取って中央に取って中央に
空き席が目立空き席が目立
つのは、つのは、なぜ？なぜ？

●●「新東京タ「新東京タ
ワー」ワー」の可能の可能
性も取り込性も取り込
みつつ、みつつ、地域地域
の活性化をの活性化を
探る、探る、藤井正藤井正
昭氏。昭氏。

●横浜ラン●横浜ラン
ドマークタドマークタ
ワーの例をワーの例を
引いて、引いて、地域地域
自力の大切自力の大切
さを強調すさを強調す
る伊藤洋氏。る伊藤洋氏。

●●「ＲＩＣＥ「ＲＩＣＥ
＋」＋」後の活動後の活動
を見据えつつ、を見据えつつ、
今後のアート今後のアート
を紹介する、を紹介する、
嘉藤笑子氏。嘉藤笑子氏。

●８月墨田開●８月墨田開
催催「雨水東京「雨水東京
国際会議」国際会議」のの
意義を熱く語意義を熱く語
る、る、墨田区の墨田区の
小川幸男氏。小川幸男氏。

●ドイツ●ドイツ・・ハハ
ンブルグでンブルグで
の ア ル トの ア ル ト
ナーレ国際ナーレ国際
シンポジウシンポジウ
ムに参加しムに参加し
ます。ます。


